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医療・保健・福祉・教育関係者を対象に、第２回みみらんどセミナーを実施しました。 

 

★ 日  時 ★ 令和３年６月２３日（木） 

１５：００～１６：４５ 

★ テ ー マ ★ 『「コロナ禍における聴覚・言語障がい教育について』 

 ★ 講  師 ★ 東北福祉大学 教育学部 教授 大西孝志氏 

 

講師の大西先生からは、コロナ禍で教育が影響を受けてはいる

が、教えるべきことは同じであり、不易・常識は大切にしたい、

というお話をいただきました。本校（郡山市）からリモート形式

での実施となりました。参加者からは、「教育の基礎となるべき

ことは何かを考えさせられる内容でした。コロナ禍だからできな

いと決めつけるのではなく、創意工夫で大切な教育を行っていく

ことが大切だと思いました。」等の感想が寄せられました。 

 

 

 

幼児児童、保護者を対象に、第２回みみふく学習会を実施しました。 

 

★ 日  時 ★ 令和３年７月２日（金）１０：３０～１１：３０ 

★ テ ー マ ★ 『親子で楽しむ絵本の読み聞かせ』 

★ 講  師 ★ 福島県立須賀川支援学校 教諭 磯谷 さおり氏 

 

講師の磯谷先生には、実際に絵本の

読み聞かせをしていただき、子どもの

反応を見ながら読み進めることの大切

さを教えていただきました。言語力を

伸ばすために必死になってしまいがち

な読み聞かせですが、「わたし流」で子
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どもと楽しくやりとりすることがことばを心に届けるためのコツであることを学びました。何

よりも、子どもたちが前のめりになって絵本に釘付けになっていた姿が印象的でした。参加者

からは、「読むことに必死になっていて、楽しむことを忘れていました。」「集中が続かなくて困

っていましたが、聞いていられる時間は短くても続けていきたいと思いました。」等の感想が聞

かれました。 

 

 

 

福島校の教職員を対象に、令和３年度 ケース検討会を実施しました。 

 

★ 日  時 ★ 【１回目】令和３年 ６月  ２日（水）１５：００～１６：００ 

        【２回目】令和 3 年 7 月１５日（木）１３：００～１５：００ 

★ 講  師 ★ 福島県総合療育センター 言語聴覚士 山田奈保子氏 

 

今年度は、第１回目をオンライン、第２回

目は山田先生に来校していただき、対面で行

いました。山田先生からは、言語発達や聴覚

活用のための丁寧な指導について、専門的な

知見から具体的に教えていただきました。子

ども一人一人の課題や目標を見直し、今後の

指導や教材作りを工夫していくための貴重な

機会となりました。 

 

 

 

 今後、福島校で予定しているセミナーのお知らせです。 

 

★ 日  時 ★ １０月８日（金）１５：３０～１６：３０（仮） 

★ テ ー マ ★『聴覚障がい児の資質・能力を育むための、やりとりや発問の工夫に  

着目した授業づくりについて』（仮） 

★ 講  師 ★ 講師 聴覚障害者教育福祉協会 事務局長 松本 末男氏 

★ 対  象 ★ 医療、保健、福祉、教育関係者 

※第３回みみふく学習会（対象：保護者）を同日開催いたします。 

 時間については、決まり次第お知らせします。 
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